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ルーメンバイパスコリン

スターコル60

スターコル60

給与試験の成績
スターコル（50％品）を用いた乳量・NEFA・BHBAの変化 バイパスコリンを用いた乾物摂取量の変化
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無給与

小腸：バイパスしたほとんどのコリンが
　　 吸収され、血中へ移行します

ルーメン：
最小の消失率でルーメンを通過
ルーメン：
最小の消失率でルーメンを通過

スターコル

無給与 バイパスコリン

スターコル25ｇを10日間給与
（N＝6：ペンシルバニア州立大学）

分娩前14日から分娩後30日にバイパスコリン※45ｇを給与
（N＝26）　※塩化コリン40％含有0g 25g 50g

25.98 28.22 28.48

44.45 48.93 47.88

221.1 194.5 169.0

700.7 689.2 593.5
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包　装 10㎏推奨給与量 乳牛20g～50g/日
肉牛20g～50g/日

給与期間 分娩前30日より分娩後90日



分娩後のスムーズな
立ち上がりをサポート！

コリンは肝臓に蓄積された中性脂肪が、リポタンパク
として血中に出ていく際に、リポタンパク合成に働き
かけ、肝臓の中性脂肪の量を適正に保ちます。リポタ
ンパクの代謝が促されることで、脂肪肝を回避し分
娩後のスムーズな立ち上がりをサポートします。

脂質代謝の変化

ルーメン液※4を用いたバイパス率測定
ルーメンバイパス率の測定はDaisyⅡを用いたナイロンバッグ法によって実施しました。と畜場から採材した
ルーメンジュースまたは緩衝液を用いて嫌気環境を作り、pHを調整、8時間後の消失率の逆数をバイパス率としています。
スターコル60のルーメンバイパス率は80％以上です。
（ただし、インキュベーター投入前後の重量計測だけでは誤差が生じる可能性もあり、牛の個体差や分析者による差も考慮して、補正係数を掛けたバイパス率計算値を採用しています。）

塩化コリン含有量60％
生体利用率70％
スターコル60は塩化コリンを60％含有する、高濃度で安定性の高いルーメンバイパスコリンです。
保護処理していないコリンを乳牛・肉牛へ給与してもルーメンの中で消化されてしまい、小腸内で吸収・利用されることは
ありません。ルーメンで消化されない形状にするためにコリンは保護処理をする必要があり、スターコル60はMLC技術※1を
用いてコーティング処理を施しているため高いルーメンバイパス率を保持しています。
またルーメンバイパス率だけでなく腸管内における利用性が高いことが、製造メーカーであるBioScreen社（イタリア）の
研究所※2で確認されています。
バイパス率を加味した生体内でのコリン利用率は70％となります。 ※1）MLCの詳細は右面をご参照ください。

※2）BIOSCREEN
　　RESEARCH

※4）緩衝液を用いる場合もあります。

脂質代謝に必要とされるコリン
コリンは肝臓の脂肪代謝を高める
通 常

遊離脂肪酸（NEFA）を取り込む量が増えてしまうと・・・

コリンはリポタンパク（VLDL）代謝を促進する働きがあります。

リポタンパク（VLDL）代謝

NEFAは肝臓から放出されるとVLDLとして輸送されます。

スターコルのマルチレイヤーコーティング（MLC）

スターコルの安定性

スターコルの高く、安定したバイパス率はBioscreen社独自の技術
であるマルチレイヤーコーティング（MLC）により可能となりました。
MLCとは核粒子（塩化コリン）を回転ドラムに投入し、ドラム内で転
動する核粒子にコーティング液（硬化油、カルナバろう）をスプレー
することにより被覆する技術です。MLCの技術により従来のスプ
レー冷却による製造では不可能とされていた高濃度の塩化コリンの
コーティングができるようになりました。

製品A

従来品との生体利用率の比較

従来品※3 スターコル60
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消化酵素を用いた腸管内での消化率の測定
生体内での利用率の検証はバイパス率測定試験のバイパスした試料を使用し、消化酵素を用いた試験方法を採用しています。
ペプシンに2時間、パンクレアチン（膵液抽出物）に4時間、リパーゼ、胆汁酸に18時間、39℃、各区ｐＨを調整した環境で
インキュベーションを実施しています。

ルーメン液の再現
（ルーメン液または緩衝液

pH6.8、39℃）

バイパス率の測定 腸管内での消化率測定

DaisyⅡAnkom Incubator Varian 705 DS Dissolution apparatus

第四胃液の再現
（ペプシン pH2、39℃）

小腸液上部の再現
（膵液抽出物 pH6.8、39℃）

小腸液中下部の再現
（リパーゼ ＋ 胆汁酸
pH6.8、39℃）
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乳牛は分娩が近付くと必要なエネルギーを飼料だけ
では補えず、自らの体脂肪をエネルギーに変えようと
します。体脂肪は血中でNEFA（遊離脂肪酸）となり、
肝臓では中性脂肪として蓄積されます。肝臓からはリ
ポタンパク（VLDL）という形で再び血液中へ放出さ
れ、エネルギーとして利用されます。

※3）従来品（塩化コリン濃度50％）


